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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 1日 (2007.6.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 円 板 形 部 材 （ １ ’ ） が 、 円 錐 形 の 金 属 板 製 皿 形 部 材 （ ３ ８ ） と 、
補 強 枠 部 材 （ ３ ９ ） と で 構 成 さ れ て お り 、 前 記 補 強 枠 部 材 （ ） は 、 略 々 軸 心 方 向 に 延
出 し た 複 数 の 円 環 状 補 強 リ ブ （ ４ １ ） を 備 え て お り 、 前 記 金 属 板 製 皿 形 部 材 （ ３ ８ ） が 、
前 記 複 数 の 円 環 状 補 強 リ ブ （ ４ １ ） に 固 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 軸
付 き 円 板 形 部 材 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ ａ に 示 し た 実 施 の 形 態 で は 、 補 強 エ レ メ ン ト ２ ４ は 球 体 ２ ６ と し て あ り 、 摩 擦 溶 接
の 実 行 に 先 立 っ て 、 こ の 球 体 ２ ６ を 、 中 空 軸 ２ ２ の 内 部 空 間 ２ ５ へ 圧 入 し 、 段 部 ８ の 丁 度
裏 側 に 相 当 す る 領 域 ２ ７ に 配 置 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 球 体 ２ ６ の 外 径 ２ ８ を 、 中 空
軸 ２ ２ の 内 径 ２ ９ に 合 わ せ た 寸 法 に し て あ る 。 摩 擦 溶 接 を 実 行 し て ウ エ ブ ５ を 段 部 ８ に 接
合 す る 際 、 比 較 的 肉 厚 の 薄 い 中 空 軸 が 塑 性 変 形 す る こ と に よ り 、 圧 入 さ れ て い る 球 体
２ ６ の 前 後 に 、 円 環 状 の ビ ー ド （ 盛 り 上 が り 部 ） ３ ０ が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 そ れ ら ビ ー
ド ３ ０ が 形 成 さ れ る こ と に よ っ て 、 軸 付 き 円 板 形 部 材 ４ が 冷 却 し た 後 に 、 球 体 ２ ６ が 、 中
空 軸 ２ ２ の 内 部 空 間 ２ ５ に し っ か り と 固 定 さ れ て 、 流 体 の 漏 出 を 許 さ な い 嵌 合 状 態 が 得 ら
れ る 。 そ の た め 、 中 空 軸 ２ ２ の 内 部 空 間 ２ ５ が 、 球 体 ２ ６ に よ っ て 、 ２ つ の 互 い に 分 離 し
た 内 部 空 間 １ ６ と １ ６ ’ と に 区 画 さ れ る 。 更 に 球 体 ２ ６ の 左 側 に 流 出 口 １ ８ を 穿 設 す る こ
と で 、 内 部 空 間 １ ６ ’ を 、 中 空 軸 ２ ２ の 外 周 壁 １ ４ 側 へ 連 通 さ せ て あ り 、 こ れ に よ っ て 媒
体 流 路 ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 媒 体 流 路 ２ １ は 、 例 え ば 、 軸 受 へ 潤 滑 油 を 供 給 し た り
、 中 空 軸 ２ ２ の 外 周 壁 １ ４ に 形 成 さ れ る 油 室 へ 作 動 圧 油 を 供 給 し た り す る た め に 利 用 す る
こ と が で き 、 そ の よ う な 油 室 は 、 例 え ば 、 中 空 軸 ２ ２ と 、 こ の 中 空 軸 ２ ２ に 取 付 け た 部 品
（ 図 ２ ａ で は 不 図 示 ） と に よ っ て 、 流 出 口 １ ８ の 近 傍 に 画 成 さ れ る も の で あ る 。 球 体 ２ ６
の 右 側 の 内 部 空 間 １ ６ は 、 こ の 球 体 ２ ６ に よ っ て 、 左 側 の 内 部 空 間 １ ６ ’ か ら 分 離 さ れ て
い る 。 円 環 状 空 洞 部 １ ３ は 、 も う １ つ の 系 統 の 媒 体 流 路 ２ １ ’ の 一 部 を 形 成 し て お り 、 こ
の 媒 体 流 路 ２ １ ’ は 流 出 口 ２ ０ を 介 し て 、 円 板 形 部 材 １ よ り 右 側 の 中 空 軸 ２ ２ の 外 周 壁 １

３ ９

２ ２



４ 側 へ 連 通 し て お り 、 ま た 、 円 板 形 部 材 １ の 流 入 口 ３ １ を 介 し て ウ エ ブ ５ よ り 左 側 の 円 板
形 部 材 １ の 外 領 域 ３ ２ 側 へ 連 通 し て い る 。 従 っ て こ の 媒 体 流 路 ２ １ ’ は 、 円 板 形 部 材 １ と
、 軸 付 き 円 板 形 部 材 ４ の 内 部 空 間 と を 、 軸 心 方 向 に 連 通 さ せ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ａ
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ ａ 】
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